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 論文審査の結果の要旨
 ピレスロイド系殺虫剤の重要な酸性成分である2,2一ジメチルー3一(2一メチルー1一プロ
 ペニル)カルボン酸(以下菊酸と略す)は2個の不斉炭素を臠するため,4種の光学異姓体が存
 在する。そのため最も活性の高い1+)一トランス体をいかに選択的かつ効率的に合成するかは精
 密有機合成化学上重要な課題である。本研究の目的は菊酸の相互立体変換および菊酸に関連する
 シクロプロパン化合物やオレフィンの触媒を篤いる高効率異性化反癒に関するものである。第1
 章では高効率異性化を実現したNaOH-Na/γ一A1203系新規固体超強塩基触媒の意義と発見に
 至る背景を述べるとともに菊酸およびオレフィン異性化反応への合成化学的応用について,詳細
 に述べている。第2章では,塩基強度37以上を有するNaOH一㌶a/r-AI203固体触媒の
 成分比率と触媒活性,X線解析,固体NMR法による構造解析および5一ビニルビシクロ〔2.2.1〕
 ヘプトー2・エンを含む数種の鎖状,礫状オレフィンの異性化反応について述べている。特筆すべ
 きは,本固体超強塩基触媒によりオレフィン異姓化が103以上のターンオーバー数で低温でも選
 択的に完結することがある。第3章では本圃体超強塩基触媒を尾いる菊酸(一)一シス体の(+)一
 トランス体,{+)一シス体の(一)一トランス体へのC一韮エピ化反応,ルイス酸を用いる(+)一シ
 ス体の1+)一トランス体,(一)一シス体の(一)一トランス体へのC3一エピ化反応,数種のルイス酸
 を用いる1一)一トランス体の画一トランス体へのうセミ化反応を詳細に概究し,菊酸異性体の
 高効率相互立体変換反応を確立した。また,菊酸関連シクロプロパン化合物の反応を検
 討し,反応機構についても述べでいる。第4章では,菊酸異性体の立体変換反応の機構
 を環開裂様式の相違の観点から考察し,その応用として菊酸エステルの位置選択的覆開裂反応に
 よる光学活性テトラヒドロラバンジュロールヘの誘導について述べている。
 以上のごとく,鈴鴨剛爽の新焼固体超強塩基触媒の開発とその菊酸異性体の相互立麟娩ぶ,
 高効率選択的オレフィン異性化反応への応用は,精密有機合成化学一上極めて注目される研究で
 ある。従って,鈴鴨剛夫提出の論文は博士論文として適当であり,本人が自立して研究活動を行
 なうに必要な,高度な能力と学識を有することを示している。よって,鈴鴨剛夫提出の論文は理
 学博士の学位論文として合格と認める。
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